


作業をアジア各国に出すの

は人件費が安いという事情

に他なりませんが、その分、日

本のキャラクターに慣れるまで

の原画、動画の修正をする日本

のスタッフに皺寄せが来ていたこ

とも確かです。しかし、そういった

作業を重ねているうちに下請けで技

術を習得した会社は、初めのうち、割

安な料金で仕事をしていたのに、作画に慣

れてくると日本と変わらない料金を要求し

てくるようになりました。そうなると海外へ

下請けに出すメリットも薄れてきます。韓国

などは現在、日本とほぼ同じ水準にあると

いうことです。

　韓国はアジアにおけるドラマや歌手、俳

優の活躍で「韓流」といわれるポップカル

チャーの流行を作り出していますが、アニ

メーションの世界にも良い作品が生まれて

います。NHKなどで作品の放映をしていた

のでご存知の方も多いでしょう。学生作品

の中にも光るものを持った作品が多く、国

際的にも評価は上がっています。

　フィリピンにはいくつも制作スタジオが

あるようです。英語圏なのでアメリカの下請

けが多いと聞いていますが、そのせいか誇

張の大きいアニメーションが多いそうです。

まだフィリピン国産の作品を目にする機会

がないので分かりませんが、日本の東映ア

ニメーションはマニラにスタジオがあって、

専用の光ファイバーの回線を日本と繋い

で制作作業をしているそうです。企画や演

出、作画監督など製作の中枢は日本でやっ

て、作画以降の作業はマニラのスタジオだ

そうですが、これは国際協力の良い例だと

思います。

　インドはハリウッドを越えて世界一の映

画製作本数を誇る「映画大国」ですが、ア

ニメーション制作会社があるのかどうかは

分かりません。20年ほど前にアニメーショ

ン・フェスティバルの審査でインドの作品を

見たことがあります。インドの神話を元に

作った内容だったと思いますが、丁寧な作

画で色彩などもインド特有の個性的な画

面でしたが、面白いかどうかというと、それ

は別… という印象でした。しかし、インド

では映画が最大の娯楽という映画好きの

国民ですし、世界的にもコンピュータ技術

者の大国ですから、これを組み合わせると

CGアニメはすぐにでも作れるのではない

でしょうか。アメリカの映画会社もその辺り

に目をつけているそうですから、一本ヒット

が出るとCGアニメ大国になる可能性はあ

りそうです。　

杉並アニメーションミュージアム
来館者

　私が勤めている杉並アニメーション

ミュージアムは設立されて四年半になりま

すが、知名度も上がってきたのか外国人の

方も毎日のように来館されています。毎年

のように6月、7月には、アメリカから中学、

高校生約五百人が文化親善大使の役割

で来日、杉並アニメーションミュージアムに

も来訪し、短編アニメを鑑賞したり、アニ

メ作画の体験をしたりするのですが、その

際、私自身も興味があるので、アメリカの

子供たちが、どんな日本のアニメ作品を好

んで見ているのか、聞いてみることにして

います。『NARUTO』『犬夜叉』『クレヨ

ンしんちゃん』『名探偵コナン』『セーラー

ムーン』『ドラゴンボール』『鋼の錬金術

師』… 嬉しそうな顔からこういった日本ア

ニメのタイトルがポンポン飛び出してきま

す。放映時期こそ日本より少し遅れてはい

ますが、日本のアニメが世界で広く見られ

ている証拠で嬉しい限りです。

　アジア各国からの来館者もありますが、

中でも中国からの人が多いのは、人口もさ

ることながら高い経済力と共に政府がアニ

メ産業に対する政策に力を入れているか

らでしょう。13億という人口を抱え、急速な

経済発展で多くの産業を必要とする中国

が、国民の知的資源を活用できるアニメー

ションに目をつけたのは十分に理解できる

ことです。しかも、隣の日本のアニメが世界

で歓迎されているのを見れば、自国の膨大

な人口の中から優れた才能、人材を発掘

しようという発想は当然生まれてくるもの

でしょう。

中国アニメの発展

　このようなこともあり、最近は中国へ行

くことが多くなりました。一昨年、長春（中

国・東北地方の都市）の吉林芸術学院動

画学院から講演依頼があり、日本のアニメ

の歴史や、世界中で人気がある理由につい

て私なりの話をしてきましたが、日本のアニ

メについてはどんな事でも興味を持ってい

るようです。

　中国にも現在では沢山のアニメーション

制作会社があり、日本を凌駕する制作本

数のアニメーション作品が生産されている

そうですが、視聴者には中国国産のアニメ

より、まだ日本の作品の方に人気があると

いうことです。3年ほど前、上海に行った

時、中国のテレビ用のアニメーション作品を

作っている制作会社の人たちと会う機会が

あり、その際にもらったサンプルの作品を

見た限りでは、頑張ってはいるけれどキャ

ラクターのデザインが日本のアニメによく似

ていて苦笑したことがありました。私は昔

の中国アニメーション作品が大好きだった
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